
「高校生による和食給食コンテスト」を開催

【表彰式】 【鈴木さんの作品】 

里山ふれあい交流作業を実施しました 

「うまく切れたかな」 「きれいになりました」 

平成 27 年度東伊豆町農政懇談会を開催 

 
 
 
 
 
 

平成 27 年 10 月 26 日（月）に、かね吉一燈庵（い

っとうあん：河津町見高）で「高校生による和食給食

コンテスト」試食審査会及び表彰式を開催しました。 

本審査会で

は、管内の高

等学校から応

募があった

23 点のうち、

書類審査によ

り選出された

４点の試食審  

査を行い、最 

                 
その後、テーマに関する意見交換を行った中で、

農業経営士や青年農業士から、東伊豆町農業の持続

的な発展のため、関係機関に対し、 
     【試食審査の様子】          優秀賞は静岡

県立下田高等学校南伊豆分校の鈴木雅人さんの作品に

決定しました。 

最優秀賞の作品については、1 月下旬に下田市立朝

日小学校で学校給食として提供予定です。 

    

 

担当：地域振興課（0558-24-2079） 

平成 27 年 10 月 28 日（水）に、静岡県東部特別

支援学校中等部の生徒 12 名が、下田市椎原のサクラ

植栽地において、地域の皆さんと一緒に森林整備を行

いました。心配された雨も止み、好天の中、芽かき作

業や草取りに汗を流しました。 
 

担当：森林整備課（0558-24-2082） 

 

 

 
 

 賀茂地域の農林業と農林事務所の活動を紹介します 

平成27年10月16日（金）、東伊豆町の農業経

営士及び青年農業士、東伊豆町、JA、伊豆農業研

究センター、賀茂農林事務所の各機関担当者が参加

し、「10年後の我が家の経営と東伊豆町の農業」

をテーマに東伊豆町農政懇談会を開催しました。 

懇談会ではまず、賀茂農林事務所から東伊豆町の

農業の現状（販売農家数・農業就業人口、耕作放棄

地面積、農業生産額等の推移）について情報提供を

行いました。 

① 農地の基盤整備への支援 

② 鳥獣害対策の拡充 

③ 新規就農者や研修受入先への支援等 

の要望が出されました。 

今回の懇談会であがった意見・要望を踏まえ、来

年度のビジョン推進戦略等に反映させていきます。 

 

担当：企画経営課（0558-24-2076） 
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WELLかも！ 

「石部の棚田米」 

今年も、眺めゆかしき石部（松崎町）の台地から

「棚田米」が届きました。 

 このお米は、保育園児から大学生、そして棚田

オーナー等のおじいちゃん・おばあちゃんに至る

まで、幅広い世代が、一束づつ愛おし 

むように刈り取った黄金の恵みです。 

 ひと噛みすれば、石部の美しい情 

景にあなたを誘ってくれること、間 

違いなしです☆ 



 
ニューサマーオレンジを活用した発泡酒のお披

露目・試飲会の開催 

西伊豆町の国道 136 号線を

北上し、宇久須交差点を左折し

て進んでいくと見える和風の佇

まいのお店が、今回紹介する

「テイクアウトステーション 136

食物語 のんびりじゃ」さん。 

１日８～10 食限定というお弁当には、地元宇久須のれん

こんや近くでとれた魚を使用したおぼろなど、地物がふんだ

んに使われています。 

今回頂いたメニューは、現在開催されている「ふじのくに

食の都仕事人ウィーク」（平成 27 年 11 月１日から 11 月 30

日まで）で取り上げている、ちらしずし弁当（400 円・3 日前ま

でに要予約）。 

お酢がとてもよく効いた酢

飯は疲労回復に効果抜群

で、彩り鮮やかな地元食材

がより一層旨さを引き立たせ

ます。 

43 歳で筋肉が減少する難

病を患った藤井さんは、闘病

を続けながら田舎料理を振舞っていたものの、一時は廃業

を考えたこともあったそう。しかし、「握力は低下しても包丁

は握れる。死ぬまで静岡県の『食の都づくり仕事人』であり

たい」との一念から、昨年 10 月からテイクアウトという形態

で調理を続ける道を選びました。 

病を患い、生活する上で人の助けを借りる場面が増えた

ことをきっかけに、「人からもらったものを、社会や地域に還

元していこう」と考えた藤井さん。その思いは料理にもあら

われており、あらゆる食材に地元産が使われています。 

お店のキャッチフレーズは「出会い、思い入れ、ご縁結

び、のんびりしませんか」。地元愛がたっぷりつまったお弁

当、御予約はお早めに。 

平成27年10月１日（木）、御殿場高原ビール㈱（御

殿場市神山）において、ＪＡ伊豆太陽のニューサマー

オレンジを使った発泡酒「オレンジヴァイツェン」の

完成お披露目会、試飲会が開催され、関係機関、生産

者等、約30名が参加しました。 

 「しずおか食セレクション」に認定されているニュ

ーサマーオレンジの消費拡大を目指しているＪＡ伊

豆太陽と、地ビール作りの技術力に定評があり、東

部・伊豆地域の活性化に繋がる商品開発を模索してい

た御殿場高原ビールが連携し、７月から本商品の販売、

開発に向けた検討を重ねてきました。 

 出 来 上 が っ

た発泡酒は、ニ

ュ ー サ マ ー オ

レ ン ジ の 香 り

を 生 か し た さ

わ や か な 口 当

たりで、参加者

か ら も 大 変 好

評であり、また、

発泡酒以外にもニューサマーオレンジを活用した料

理も提供されるなど、今後の両者の連携した取組が大

いに期待される会となりました。 

 当事務所では、今後も、製造・流通・販売を担う企

業と生産サイドとのコーディネートを行い、新商品開

発等の農林産物の6次産業化を推進していきます。 
    担当：地域振興課（0558-24-2079） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 賀茂の「食の都づくり仕事人」のお店

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テイクアウトステーション 136
食物語 のんびりじゃ 
（仕事人 藤井 正和さん） 
賀茂郡西伊豆町宇久須 391-1 

TEL:0558-55-0395 

   農業簿記講座を開催します 
    
 賀茂農林事務所では、農業経営能力の向上を目的

に、「農業簿記講座」を開催します。 

簿記記帳により、青色申告の実施や経営分析など、

今後の経営発展に役立ちます。 
 

【開催日時】 

平成27年11月24日（火）から 全５回 

【場  所】 

下田総合庁舎内（下田市中５３１番地の１） 
【内  容】 

①記帳講習会（第1回～第4回） 
   目指せ!! 世界ジオパーク       【講師】鈴木基弘氏：税理士 
「東伊豆町 シラヌタの池」 ②パソコン記帳講習会（第5回） 

（※テキスト代は有料（実費）です。）
 

●お問い合わせ 企画経営課（0558-24-2076） 

発行元：賀茂農林事務所 
〒415-0016 下田市中531-1 
TEL：0558-24-2074 FAX：0558-24-2163 
E-mail：kamonou-soumu@pref.shizuoka.lg.jp 

  
不知沼（シラヌタ）の池は、東伊豆町の北東にある

原生林に囲まれた神秘的な池です。 

５月下旬から６月上旬に 

かけて、「モリアオガエル」 

の珍しい卵塊を木の枝に 

見ることができます。 

「シラヌタの池とその周辺の 

生物相」は静岡県の指定天然記念物となっています。


